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ここがポイント！【研究内容】

ノイズシェーピング量子化：
制御システムの品質を保つ情報圧縮

南 裕樹 MINAMI Yuki

機械工学専攻 准教授
知能制御学講座 機械動力学領域 石川・南研究室

「信号を圧縮すると制御システムの性能は劣化する」。このトレー
ドオフは、システムの気持ち（モデル）を理解して圧縮方法を工
夫することで解決できます。そのポイントは、信号圧縮で生じる
ノイズがシステムの性能に影響を与えないようにノイズを周波数
整形することです。これまでに、制御システムのための量子化手
法を提案し、ロボット制御（摩擦補償）への応用を検討してきま
した。現在は、 AI システムへの応用として、 AI が生成する予測信
号を整形する技術やニューラルネットの軽量化技術を開発してい
ます。

制御、AI、ロボット、信号処理

応用分野 制御工学、ロボット工学、AIシステム
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